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重量

個
腕
盤
か
な
問
料
い
の
あ
る
綴
づ
く
り
の
…
燃
と
し
て
、

市
震
の

M
H

い
こ
い
の
溺
ヘ
が
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
機
N

渉
後
部
組
公
鐙
の
花
繍
輔
の
設
齢
制
官
官
み
な
さ
ま
か
ら
務
蜘
織
し

該
す
@
臨
昭
齢
制
士
宮
募
集
す
る
捻
綴
は
、
民
家
方
針
の
一
鐙
療

を
臨
時
る
筋
肉
で
は
衛
附
械
の
綴
踊
棋
の
も
の
。
制
加
は
だ
で

S

H
刷
、
ょ
こ
刊
同
州
の
後
方
形
。
間
服
鮎
制
獄
、
宙
誕
か
ら
秋
に
楽

し
め
る
ち
の
と
し
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
窃
街
。
お
平
方

針
の
符
ヤ
ン
パ
ス
に
、
公
欄
幽
む
訪
れ
る
多
く
の
人
の
尚
闘

を
獲
し
ま
ゼ
、
山
口
滋
ご
ま
す
認
の
総
後
蛾
描
い
て
み
波
せ

ん
か
。
ご
耐
脚
糊
郷
後
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
公
鵬
欄
綴
路
諜

ま

戸

惨

J
E
-
-
ふ
る
っ
て

ラ一号
4
4
ユ

主

主

匝

ご

襲

く

だ

さ

い

n
病
問
時
子
時
シ
ン
ボ
ル
“
や
災
抽
出
が
迎
す
会
そ
ニ
で
、
よ
り
制
粧
し
め
る
公
園
聞
に

え
て
く
れ
る
手
交
滋
公
剛
山
陵
テ
ニ
ス
コ
す
る
た
め
に
、
新
し
い
花
議
づ
く
り
を

i
争
、
プ

i
ル
、
ミ
ニ

S
L、
議
院
内
、
計
画
。
之
内
流
域
内
設
計
を
ぶ
く
み
な

広
場
も
銭
円
ケ
ヤ
キ
‘
桜
、
ツ
ツ
ジ
、
き
ま
か
ら
務
議
し
ま
す
。

ポ
ブ
ラ
な
ど
の
叫
閥
単
約
1
万
本
が
植
樹
開
花
絞
め
大
き
き
は
、
党
て
ら
υ
U
X
よ

き
れ
て
い
る
こ
の
公
側
聞
は
、
市
院
の
か
い
こ
ロ

μ
で
、
筋
肉
で
は
世
情
数
の
規
終

こ
い
の
議
ぺ
砂
レ
ク
リ
品

l
シ
銭
、
〆
使
用
す
る
務
花
は
、
球
複
然
、
…
部
革
、

的
機
で
す
。
日
獲
し
ま
ぶ
し
い
新
総
内
務
総
裁
的
種
相
棋
は
開
問
い
ま
せ
ん
が
、
夏

ニ
的
苧
郎
、
休
日
と
も
な
る
と
、
ボ
ー
か
ら
款
に
か
け
て
殺
し
め
る
も
の
と
し

ト
、
釣
り
、
ミ
ニ
h
b
L
な
万
を
殺
し
む
ま
す
.
笈
か
ら
軟
に
同
開
花
す
る
統
合
下

家
務
綴
れ
や
‘
テ
ニ
丸
、
サ
イ
ク
リ
ン
淡
に
終
戦
、
事
考
に
し
て
く
だ
き
い
。

グ
、
機
時
か
ら
内
岬
慨
し
い
ゑ
を
楽
し
か
争
募
集
資
格
端
的
に
在
住
又
は
齢
制
務

経
い
力
y
ヅ
ル
で
い
っ
ぱ
い
で
す
傘
し
て
い
る
方
〈
響
的
業
者
は
除
〈
〉

ま
た
こ
め
公
開
掛
か
ら
は
、
ぷ
本
総
公
晶
品
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
剛
山
登
竜

嗣
閉
ま
庁
内
延
長
S
J
的
乎
賀
沼
遊
歩
滋
犯
の
検
級
、
色
等
を
明
総
(
草
花
町
本

が
祭
出
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
遂
事
滋
滋
い
数
は
不
用
)
し
、
融
制
使
で
6
n月
mwnn

に
は
ツ
ツ
ジ
、
融
問
、
ク
ス
絡
が
紛
え
ら
(
土
・
鴻
印
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情
熱
」
ま
で
に
、
ぬ
刊
紙
v
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批
、
ポ
イ
ン
ト
に
は
液
綴
や
ミ
エ
公
開
削
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8荷
役
所
公
同
開
潟
路
線
日
開
化
推
進

を
訟
け
、
散
事
や
ジ
議
ギ
ン
グ
、
サ
イ
タ
係
世
(
部
)
1
1
1
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代
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へ
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リ
ン
グ
が
然
持
ち
よ
〈
楽
し
め
ま
す
。
令
賞
(
副
剛
被
)
務
長
賞
{
絞
念
総
側
、
先

手
錠
総
公
回
出
は
沼
滋
的
廃
品
加
と
の
ふ
殺
し
た
花
域
内
パ
ネ
ル
〉
、
市
繕
化
推

れ
わ
フ
拠
点
で
、
多
く
の
入
が
訪
れ
ま
進
協
力
会
会
長
賞
〈
総
念
品
)
各
互
砂
利
1

韓
計
院
晶
た
っ
て

花
壇
と
い
っ
ぜ
も
、
釜
患
の
昨
患
や
テ

ラ
ス
、
滋
貼
附
帥
軸
円
い
此
げ
ら
れ
る
小
患
い
も

の
か
ら
‘
綴
市
公
開
闘
な
ど
に
作
ら
れ
る

火
刷
出
後
宇
も
め
ま
で
‘
そ
の
形
態
は
、

作
げ
ら
れ
る
綴
緩
や
岡
目
的
に
よ
っ
て
在
ま

ぎ
ま
で
寸
。

キ
開
醐
み
な
さ
ま
か
ら
紋
訴
を
官
存
率
ず

る
花
澄
は
、
市
開
問
的
砂
安
ら
ぎ
の
場
u
余

録
抑
制
公
開
閥
均
の
も
の
。
花
放
は
門
羽
お
り
、

開
問
唱
端
し
.
排
水
良
効

r、
ミ
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S
L同時

幽
聞
の
内
棚
閥
、
結
蜘
聴
か
を
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す

s土
問
ヤ
写
真
参
奴
言
。
出
附
は
た

て
5υ
川
、
ょ
こ
日
υ引
の
祭
ぢ
彩
a

設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
手
間
民
沼
地
公
務

に
抽
出
い
に
崎
削
れ
た
人
が
楽
し
め
る
よ
う

に
、
都
市
や
色
彩
、
感
覚
と
い
っ
た
内
容

を
大
切
に
し
て
く
行
部
い
。
ま
た
、
夏

め
亦
甲
山
曜
は
、
涼
し
き
を
味
わ
え
る
よ
う

な
難
色
糸
の
桜
花
で
ま
在
め
る
と
い
う

あ
び
こ
編
怯
ま
つ
り
の
テ
i
マ
は

匂
み
ん
な
で
つ
く
る
滋
‘
共
に
ゑ
き

る
撚
h
m
w
綴
臼
を
競
え
た
今
後
は
、

よ
り
多
〈
の
繁
穿
F

九
に
事
泌
し
て
い

た
だ
け
る
主
人
資
繋
い
っ
ぱ
い
の

さ
b
や
か
な
苧
鈴
に
問
問
機
し
ま
す
。

織
し
い
拙
院
し
を
た
く
き
ん
潟
意
し

て
司
皆
さ
ん
的
お
献
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
寸
。
九
檎
絞
ま
つ
り
で
み
9
ば
ら

し
い
綴
余
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
a

v
a時
5
月
部
閉
九
mm
」
午
前
日
時

機
後
へ
の
鵬
糊
い
&
恩
給
に
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し

た
よ
う
な
‘
群
附
則
的
工
夫
も
火
明
な
ニ

と
で
し
ょ
‘
三

校
山
岨
の
な
か
に
吋
線
税
の
ほ
か
、
省
、

れ
ん
が
、
お
数
な
ど
を
潟
い
た
咋
問
機
も

あ
り
ま
す
が
、
募
集
す
る
筏
械
は
、
一

年
燃
、
議
組
問
草
、
味
線
絞
め
草
花
だ
け

を
隊
列
し
た
も
的
と

L
ま
す
。

草
花
会
マ
つ
ま
く
副
島
閣
内
し
、
新
し
い
セ

ン
ス
せ
務
自
に
テ
ザ
イ
ン
し
て
〈
だ
き

、@
花
崎
岨
は
合
会
花
と
は

ど
ん
な
犯
を
吋
植
え
る
か
、
選
ぶ
と
き

じ
は
次
の
点
に
総
寂
し
て
決
め
て
く
だ

さ
い
。。

又
炎
む
あ
る
こ
と

E

数
合
ま
と
め

て
一
級
え
る
の
で
、
田
地
や
同
畑
山
肌
に
強
く
、

隣
市
車
用
品
血
に
も
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
晶
日
が
批
判
し
〈
、
花
的
多
い
も
の
。

ω峨
い
て
い
る
淑
闘
が
納
品
W
に
長
い

も
の
。以

上
持
率
つ
な
こ
と
を
紙
幣
に
滋
ん

で
く
ど
然
、
い
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し
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を
潟
意
)
‘
風
航
抑
制
惜
ば
し
、
子
崎
戸
高
牒
的

作
為
市
細
、
苧
づ
く
り
作
為
郎
絡
会
、

綴
後
協
同
畿
の
展
示
と
如
印
後
、
模
様
窓

な
ど

V
事
務
腐
{
附
問
い
合
わ
せ
先
)
税
金

総
統
協
議
会
宮
(
山
間
)
1
5
3
9

な
お
、
事
務
憾
で
は
‘
ま
つ
り
の

準
備
投
げ
綴
閉
め
会
場
設
営
な

r
u

協
力
し
て
く
だ
さ
る
お
を
機
し
て
い

ま
す
e

ご
協
力
い
た
化
け
る
方
は
事

務
局
ま
で
d
w鳩
山
相
〈
だ
き
い

u

よ
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子
と
も
会
的
活
動
は
、
大
人
的
叩
思
議

と
し
て
の
育
成
会
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

子
供
た
ら
自
身
内
力
で
行
わ
れ
ま
す
治

子
と
も
会
ま
千
院
ご
ち
悶
ら
が
談
話
し

て
い
〈
た
め
の
カ
に
な
る
知
織
や
投
街

を
、
市
内
発
地
に
友
速
を
つ
く
ワ
な
が

ら
身
に
つ
け
て
い
蕗
ま
せ
ん
か
e

今
年

乞ダあ第757'5

も
有
成
会
で
は
、
ジ
ナ
一
ア
リ

i
タ
i

を
向
て
る
た
め
の
併
修
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
H
V
寮
加
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
育
成
ム
判
明
、
は
子
と
も
命
的
応

制
慨
に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
ポ
途
L
て

い
ま
す
α

淡
絡
は
事
務
付
時
へ
ど
ウ
ぞ
争

w
v
対
象
事
山
崎
柑
抗
的
子
ど
も
品
制
約
5
・

FO
館
十
致

圃

v
事
担
鐙
2
a
人
6
0
0
m
門
{
6
月
山
間

n
n
ι
絞
殺
し
ま
す
)
な
お
、
7
月
四
日
i

M
H
問
的
キ
ャ
ン
ブ
に
つ
い
て
は
、
奉
加

蜘
慨
を
お
浴
後
叙
し
ま
す
の

V
申
込
方
法
s
n
話
回
(
本
〉
ま
で
に

後
編
で
教
唆
繁
脳
科
会
社
会
紋
宵
縫
内
我

孫
子
市
子
ど
も
会
世
間
統
合
連
絡
協
縦
一
品
目

前
ゆ
務
胤
宮
(
時
~
E
z
-
-
5
1
へ
申
し
込
ん

r〈
だ
幸
い
e

マ
問
問
い
合
わ
せ
総
村
郁
子
市
子
ど
も
会

滋
成
会
巡
絡
協
紬
端
会
事
務
路
傍
谷
官

(出
)
2
3
6
3

断
出
撃
諮
問

d

議
り
の
持
品
者
蜘
静
観

タ
ワ
!
ン
手
政
治
推
進
協
談
合
で
は
、
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
お
絡
簿
作
品

今
年
も
手
絞
浴
写
真
コ
ン
タ
i
ん
を
料
引
に
は
総
統
‘
氏
名
、
部
紛
、
職
業
、
闘
怖

い

ま

寸

ぉ

影

崎

明

記

刷

、

録

制

脚

部

内

丹

君

、

題

名

を

記

入

総
募
作
為
的
中
か
ら
李
総
は
あ
っ
た
し
て
く
だ
善
い
品
閣
議
主
綾
綿
権
M
M牛
車

護
努
な
仰
げ
ぬ
を
1
9
9
0
年
版
「
事
奴
岬
暗
殺
に
滋
属
し
、
事
筑
間
出
カ
レ
ン
ダ
ー

制
的
カ
レ
ン
F
!
い
い
い
使
用
し
ま
す
。
ほ
か
判
明
行
物
に
使
浴
し
ま
す
の
で
‘
窓

応
募
万
淡
は
次
の
と
お
り
で
す
s

ふ
絞
を
機
織
令
る
こ
と
が
あ
号
ま
す
@

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
a
※
機
綜
ロ
μ
時
は
絞
犯
し
ま
せ
ん
a
ま
た
、

vm一ナ
i

7

4
苧
質
問
泊
と
筒
必
の
自
然
淡
路
込
点
数
位
制
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
回

設、
J

中
小
」
相
M
m
拍
と
人
際
的
ふ
れ
あ
い
密
資
曹
滋
付
先
・
問
い
合
わ
せ
琢
機
係
会

期

叫

し

た

写

真

綴

繍

境

保

余

ぷ

四
v
現
品
情
カ
一
7
1
8
ツ
明
り
斜
で
仲
間
町
胤
向
山
手
掛
貝
沼
移
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
蹴
概

明
マ
柑
綿
織
制
期
間
同
6向
け

1
8
(
本
〉
か
ら
却
応
募
作
品
の
中
か
ら
後
発
な
作
品
を

日

M

〈

金

)

ま

で

次

の

日

開

械

で

後

一

市

し

ま

す

。

マ
路
線
資
総
中
市
山
内
外
を
間
同
わ
ず
刷
制
緩

V
霞
総
7
R
M
M
U
M
-
U
R
4
削
除
会
館

は
あ
り
ま
せ
ん
。
務
3
会
議
議
、
o
a
n
H
3
a
S
9
臼
天
王

マ
応
募
鋭
一
波
①
作
ぬ
は
未
発
表
的
も
台
北
川
点
腕
時
セ
ン
タ
ー
、
8
月
時
計
ロ
1
日
間

め
に
際
り
ま
す
め
一
応
募
作
除
は
臨
時
制
別
総
布
佐
中
期
近
隣
お
い
ン
タ

i
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今
年
8
月
に
附
器
予
定
的
特
塗
茸
護

送

λ
ホ
ー
ム
「
和
楽
問
問
L

的
問
料
E
H
を
裁
緩

し
ま
す

G

続
在
、
中
鉢
に
連
日
説
中
的
和
楽
協
は

入
一
前
後
沼
周
知
名
で
、
港
人
福
栓
淡
い
築

、
つ
事
部
歳
以
上
で
心
身
に
際
獲
が
あ
る

た
め
、
重
で
は
ま
ず
会
議
喜
け
務
総
免
許
更
新
語
、
事
故
率
絞

ら
れ
な
い
お
年
蜘
滑
り
を
お
諸
問
リ
し
、
食
が
あ
る
方
は
、
憾
の
運
転
免
許
セ
ン
タ

率
、
入
税
制
そ
め
悠
一
切
の
お
俊
緩
や
し
様

i
(手
議
中
市
巾
縦
揺
2
的
之
で
手
警
げ
を

践
に
代
わ
っ
て
行
3
と
こ
ろ
で
す
。
し
、
術
院
新
時
議
刷
酬
を
受
け
な
け
れ
ば
な

今
邸
内
務
総
総
括
協
は
哨
議
後
お
年
寄

り
の
お
殺
説
加
を
す
る
官
民
縁
側
勤
務
的
繁

惨
と
畑
制
連
員
で
ふ
9
0

募
集
的
受
け
付
け
は
、
間
関
時
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
帯
恥
叫
州
伸
、
進
按
お
同
問
い
合

わ
せ
く
だ
穿
い
。

w
v
陪
い
会
わ
せ
投
合
総
祉
法
入
品
市
興

会
〈
つ
〈
し
好
機
隊
内
)
謀
本
官
{
制
)

2
2
1
1
 

d

喝
験
鏑
募
集
内
容

特
別
講
習
な
受
け
れ
ば
免
許
更
新
が
我
孫
子
署
で
で
き
ま
す

り
ま
珍
ん
。

し
か
し
、
交
路
地
特
別
措
胡
期
間
ゃ
い
周
叉
け
れ

ば
漆
転
保
町
浜
セ
ン
タ
ー
に
行
か
な
〈
と

も
.
品
刊
誌
子
制
樹
祭
単
告
で
更
新
手
続
き
が

麗臨郡司面Jll!轟書事臨寵滋轟霊瞳讃

で
き
ま
す
ヲ
民
新
時
附
捕
が
授
づ
い
た
方

は
、
ぜ
か
ご
刈
刊
間
出
ノ
、
た
さ
い
。

議
期
間
は
道
路
交
活
法
的
改
ぶ
総
点
や

お
紋
防
止
め
た
め
の
Z
E
替
市
中
市
引
な
ど
を

内
容
い
い
約
2
時
間
同
で
す
。
な
お
、
受
け

付
け
は
当
u
u
A
潔
鴻
で
行
い
ま
ナ
。

マ
対
象
滋
沼
月
か
ら
1
安
以
内
に
品
児

科肝問問
i

私
さ
れ
る
方

w
v
抽
同
事
す
る
も
師
免
消
紅
と
交
鴻
資

金
協
会
会
出
向
一
説
〈
会
問
問
鉦
を
紛
ル
到
し
た

だ
は
事
前
に
相
M
M
怜
了
ん
い
ん
滋
山
W
A京
協
会
へ

ご
述
内
相
〈
だ
さ
い
)

V
地
師
四
回
縫
時
w
b
H
円
山
μ
a
〈
ホ
~
午
後
1

時V
会
棚
暗
中
市
民
会
総

V
問
い
合
わ
せ
殺
裕
子
交
通
安
全
協

会
官
{
u
m
〉
8
1
4
1

げ江構内
L

・
4
太
酬
明
白
は
‘
魚
川
川
市
配
銭
円

受
付
窓
口
が
お
体
み
と
な
冷
ま
し
た
の

で
、
ど
仲
は
惹
く
だ
さ
い
。

家
内
労
働
旬
開

翻
燦
・
家
内
労
働
率
岬
恨
の
交
付
の
徹
底
と

副
部
内
労
働
に
よ
る
災
害
の
防
止

154 

且
臓
器
を
問
問
泊
し
て
い
る
漁
街
、
ザ
ム
場
、

州
問
機
、
学
校
、
昨
私
的
臨
僚
取
次
お
等
で
却
問

査
員
が
綴
貨
に
お
向
い
し
て
い
な
い
場

合
川
日
、
事
一
線
に
ど
泌
総
く
だ
惑
い
。

な
お
、
検
疫
を
受
け
ず
に
は
か
り
や

商
取
れ
な
ど
ι
俊
燃
し
ま
す
と
、
総
せ

ら
れ
ま
す
め
で
ご
設
窓
〈
幻
さ
い
。

法
引
や
総
明
な
ど
は
抽
出
隅
附
し
て
い
る
マ
持
参
す
る
も
m
w
針
拠
地
問
号
事
総
斜

計
数
淡
町
平
成
一
踏
ん
平
山
推
定
期
検
議
を
行
殺
の
際
交
付
し
た
中
議
議
〈
糊
押
印
)
、
輸

い
ま
す
の
で
、
檎
査
会
場
へ
お
い
で
く
獲
手
数
料

だ
苦
い
。

V
附
問
い
合
わ
せ
術
民
生
一
市
議
機
資
生

指
定
日
じ
受
検
寸
き
な
い
場
合
や
計
治
係

購

吋

掴

同

一

検

港

会

構

帽

4

一

対

象

阪

域

一

…
4
3

主
暗
弘
凶
「
…
災
支
ム
閥
、
家
我
孫
子
、
高
野
山
刷
、
青
山
、
一

一

司

君

一

R

4

4

一

つ

く

し

野

、

陥

泌

総

我

孫

子

…

釦
円
バ
け
jjJリ
バ
ー
記
可
制
司
利
引
引
当
副
部

-j

制
一
湖
北
地
区
公
附
民
館
一
則
的

rv問
i

3

C

E

と

E

車

事

ANC

一

言
T
i
l
i
-
-
下
ト
ト
ト

l
i
l
i
l
i
l
i
l
i
-
-

粍

岬

一

回

芸

セ

ン

タ

ー
ι

一

淑

北

A

M

…

ヰ
一
宇
た
去
¥
民
司
剥
町
村
副
4
m
l
j

t
Fぃ
ド
れ
し
け
い
同
出
い
均
一
「
i
l
j
i
-
-
L

幹

一

布

佐

支

所

…

お

校

、

制

曲

、

続

々

沼

一

号
、
可
引
が
iv
五
引
引
引
計
叶
」

会
副
聞
な

r家
訟
の
段
し
に
と
内
職
に

約
む
家
内
労
総
務
が
多
い
欄
叫
ん
位
、
作
業

場
所
が
肉
M
滋
に
骨
飲

L
て
い
る
、
}
と
も

あ
っ
て
家
内
労
融
開
条
件
前
改
泌
が
遂
れ

が
ち
で
す
。
労
働
裳
で
は
、
家
内
労
偽

者
全
保
殺
す
る
た
め
家
内
脅
働
時
献
に
基

ヅ
い
て
黍
託
翁
へ
の
怨
議
俊
一
打
っ
て
い
な
い
4
7
じ
し
た
い
も
の
で
す
。

ま

す

の

ま

た

、

委

託

裁

は

ヱ

釘

を

1

か

月

以

相
暗
年
s
n
月
例
川
口
同
か
ら
託
行
n
は
慈
市
門
労
市
内
に
、
商
品
食
管
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

働
旬
開
吋
ニ
れ
を
機
A

討
に
内
悶
ら
労
陥
開
設
ま
せ
ん
し
、
業
務
に
よ
っ
て
は
エ
抗
的

体
的
点
検
・
即
時
認
を
し
て
み
ま
し
さ
三
根
隊
法
棋
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

フ
L
た
bm
川
が
守
-
h
れ
て
い
る
丹
か
点
、

イ

ン

チ

キ

内

戦

は

要

注

意

z

'

ヨ乞

1

1

t

c
ヌ

検
し
て
み
て
は
い
カ
ゐ
で
し
ょ
・

1

仕
事
告
初
回
朝
十
る
委
託
品
物
は
、
寸
家
内
刊
号
簡
単
な
徐
縫
ぞ
官
同
収
入
い
な
ど
と
甘

労
働
手
緩
い
を
交
付
し
て
‘
エ
質
的
尚
早
い
議
議
で
し
の
び
鋳
る
イ
ン
チ
キ
市
内
戦

郷
、
定
払
い
日
な
ど
を
明
感
に

t
な
け
も
あ
り
ま
ず
か
ら
袈
注
意
で
す

E

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
緩
め
な
い
人
は
、
w
v
照
い
脅
わ
せ
総
労
拙
側
築
準
歎
抑
留
機

ぜ
ひ
交
付
を
受
け
、
州
械
で
ト
ラ
ブ
八
円



終757警

叶
命
的
障
肱
畿
を
取
り
品
物
〈
現
状
は
、

非
常
に
離
し
い
む
た
と
え
ば
同
、
来
的
コ

ス
ト
を
下
げ
ど
い
く
に
は
一
人
で
た
雨

脚
閉
そ
務
作
し
壮
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
は
場
一
向
位
取
間
同
化
、
火
制
刻

化
告
せ
ざ
る
を
え
な
〈
な
っ
て
く
る

n

一

専
業
幾
家
が
線
問
機
を
拡
大
で
き
る
ヰ
ヲ

な
時
代
目
い

L
な
い
と
L

ホ
ん
干
の
土
識
改
良
務
象
的
功
線
が
絞

め
ら
れ
、
税
約
問
凪
勲
で
勲
十
為
等
精
液
翠

1989. 5.16 

出
湖
北
村
的
中
州
職
問
問
地
主
的
世
紘
一
に
魚

ま
れ
れ
ん
議
脱
出
さ
ん
は
、
開
閉
山
刊
4
年
か
ら

終
裁
に
従
事
、
以
後
、
地
区
内
向
牌
殺
後

団
幹
(
に
尽
力
し
て
き
Fぃ
。
昭
紛
糾
部
か
匂

は
、
子
校
沼
土
地
改
災
以
内
磯
事
長
と

し
て
は
崎
憎
め
絞
筒
、
時
械
業
用
水
内
議
出
聞

な
ど
出
執
行
と
し
て
農
佳
併
を
支
え
て
い
る
。

い
わ
ば
、
関
知
悼
の
技
誠
子
の
幾
撲
の

空襲F奇から滋霊童生活1こ潟ずる警警察 Fくらしのミ

二百孝司J をお送りしきます。白隠童、絡まま主主く気量豊

どしていることでも、少し主主主義して見ると2えをき

毛主違い!と気づくじd二ガあります。 E菩包のくらし

も主主慾深く罵ること毛主習盤整づけて、縫かな笑芸き

をおくりだいものでザ* 中市民生活篠山

情
閉
2
屈
は
、
滋
絞
殺
活
苦
渋
線
級
で

も
ク
リ

i
ニ
ン
グ
に
間
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

内
紛
談
が
多
い
こ
と
か
ら
寸
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
出
す
時
の
主
な
注
緩
い
執
」
れ
ぞ
上

げ
て
み
ま
し
た
。

@

腐

滋

吋

v

m
柏
に
よ
っ
て
伐
術
的
援
が
大
き
い
の

で
返
品
川
内
入
時
一
詩
判
等
を
糊
開
き
、
一

つ
的
協
安
と
し
て
、

S
中
ク
、

L
D

?
iク
、
ク
リ
チ
ヤ
ン
マ
ー
ク
格
的
幾

訴
の
あ
る
総
を
選
ぶ
ぉ

。
出
す
酷
則
的
泳
慾

必
都
桝
品
開
時
で
泳
、
え
て
佼
ふ
げ
の
簡
単
な
も

め
は
自
宅
で
畿
、
九

勝
この?ークのあるお窓では、万…築

設があった場合 Tクリーニング理事故勝

容量基準J Iこままつ'Hき{露してくれます。

川
日
付
事
故
勝
償
基
準

附
護
が
あ
っ
た
場
合
、
「
そ
の
物

ク
附
酬
の
湾
政
得
制
制
品
情
X
物
品
司
綾
入
時

ク
か
ら
の
経
治
官
月
数
に
一
応
じ
た
総
帥
摘
制
刷

」
点
甘
い
で
計
算
し
繍
依
す
る

e

骨
一
事
紋
の
附
貼
附
闘
が
裁
者
に
あ
噌
や
か
潟
叫

し
か
を
欄
間
わ
な
い
が
業
者
が
ほ
か
向
者

の
過
素
で
あ
る
と
LVhz
夜
明
し
た
と

↓

き

や

李

総

義

裏

張

Z後、

マ

6
か
月
を
一
経
滋
し
た
と
善
は
、
世
間
綴

S
 

の
義
務
は
な
〈
な
る
。

移
り
変
わ
り
を
庭
内
え
て
き
た
一
人
。
化
的
畷
い
も
円
時
的
‘
ー
や
割
引
沼
町
本
イ
滋
作
品
地
復
伎
臨
ん
が
中
山
と
な
っ
て
抑
制

昔
と
守
的
附
附
裁
を
比
べ
て
叶
相
続
的
燦
ド
ブ
ッ
ク
め
な
も
町
を
し
と
川
市
的
滋
受
織
す
る
欄
北
山
也
会
内
会
長
も
幾
念
品
一

幾
も
鹸
し
か
3

た
が
、
縁
側
臓
が
持
て
た
@
を
ま
と
め
た
之
T
賀
川
間
的
今
昔
』
を
虚
脱
吋
か
ら
務
め
る
固
こ
内
会
は
、
滋
花

し
か
し
、
言
委
主
て
な
い
命
訂
版
し
子
、
古
来
に
は
大
T

ー

か

ら

認

総

底

的

際

襲

撃

生

善

雪

地

開…
 

か
旬
、
思
い
切
っ
た
何
か
み
ぞ
L
な
け
れ
に
か
け
て
品
川
、
自
ら
の
掠
散
と
湖
北
地
余
し
‘
楠
ぽ
一
を
よ
り
良
〈
し
て
い
〈

山M
t

と
認
す
表
織
は
榊
献
し
い
。
絞
め
農
家
の
期
間
燃
や
問
問
潔
を
ま
と
め
た
た
め
の
活
動
ゃ
い
い
打
っ
て
い
る
包

農

業

を

と

お

し

、

手

民

泊

止

め

か

か

本

を

初

刊

行

す

る

。

ぷ

γ
拭
、
こ
の
地
買
…
も
新
し
い
人

わ
り
も
悌
い
。

2
年
総
に
は
苧
即
日
浴
場
地
区
で
の
人
同
盟
も
絡
い
星
野
さ
ん
は
、
し
弘
由
い
人
が
混
戦
し
て
い
ま
す
か
ら
も

お
深
い
の
潟
地
内
良
さ
を
も
フ

…
度
見
直
そ
う
と
、

6
年
前
か

ら
払
制
ま
フ
た
ん
で
す
。
役
邸
周
bnc

ん
は
と
め
、
み
な
宰
ん
と
て
も
d

熱

心

で

す

よ

い

附

本
に
惑
ま
れ
た
殺
ぷ
守
が
静
叩

き
だ
と
い
う
悶
執
務
苔
λ
ロ
今
は
叶

手加
R
h織
の
汚
染
が
一
番
気
機
か
叩

り
の
よ
う
だ
。
大
統
3
年
生
ま

れ
、
刊
日
餓
，

早
川
館

料
凶
・

--PZ

酬

の

野

{

紡曇一

串
必
ず
預
り
統
合
も
ら
お
っ
か
通
認
慨
に
制
仙

人
し
て
も
ら
、
フ
。

品
目
綾
上
が
っ
て
&
た
時
の
注
意

第
受
け
と
っ
た
そ
の
場
?
希
望
一
ど
お
り

の
仕
上
が
リ
か
、
よ
ご
れ
、
シ
ミ
¥
キ

正
也
管
は
な
い
か
点
検
し
司
隊
側
同
安
感
仁

た
ら
す
〈
即
物
件
人
に
確
か
め
る
a

キ
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
山
山
L
て
、
完
全
に

乾
か
し
て
か
ら
タ
ン
ス
に
し
ま
う
。

。
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

践
的
人
と
よ
く
話
し
合
、
三
総
L
A甘

つ
で
も
よ
い
解
決
方
放
が
見
つ
か
ら
な

い
時
品
、
消
絞
殺
滋
セ
ン
タ
ー
や
城
間
後

魚
市
山
間
終
日
へ
相
談
し
て
み
る
。

。
噛
弘
毅
地
購
入
時
的
注
意

ブ
ア

y

y
ョ
ン
緩
め
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、
配
管
郁
を
よ
く
見
て
扱
い
の
際
単
な

滋
叫
何
骨
刺
繍
ぷ
u

特
に
レ

1
3
ン
は
、
田
崎

あ
い
の
変
化
が
ふ
ん
穿
く
、
開
札
縮
し
や
す

い
。
ニ
め
り
は
閥
、
ラ
メ
入
り
の
縦
糸
、
モ

ア
レ
加
工
(
布
に
ゆ
脱
線
や
木
自
の
綴
悩
聞

を
つ
け
た
も
め
て
エ
ン
本
ス
加
工
(
閉
山

品
問
機
織
を
つ
け
た
も
的
~
、
逃
一
品
一
躍
・
時
間

水
素
材
も
ト
ラ
工
が
多
い
の
で
匂
丸
け

た
ほ
う
が
然
難
で
す

φ

巡

罰

協

力

を

派
出
向
緩
や
駐
穿
所
な
ど
後
苦
ん
の
身
緩
や
そ
め
乎
仲
間
方
法
を
お
知
ら
せ
し
た

ぽ
也
と
こ
ろ
で
総
数
し
て
い
る
外
鮎
制
緩
り
、
災
害
時
的
淡
給
、
途
い
子
的
機
綴
-

察
官
は
‘
殺
さ
ん
と
の
一
触
れ
合
い
を
深
鳩
綴
ぬ
般
市
門
な
ど
に
活
用
問
‘
す
る
た
め
‘
ご

め
る
た
め
に
部
一
級
泌
総
ベ
家
向
島
や
事
縁
談
談
や
遂
絡
先
な
ど
を
お
開
き
し
て
い

所
な
ど
め
紛
附
附
)
を
按
極
的
に
災
一
縦
し
ま
す
。

て

い

ま

す

勾

一

紛

開

閉

し

た

楓

聞

は

、

繁

樹

閉

じ

対

す

る

ご

巡
回
連
続
で
は
、
議
域
的
犯
罪
の
災
意
見
や
ご
夜
刊
紙
噂
あ
る
い
は
綿
域
や
談

噂語思議国

例
年
、
多
数
的
お
が
衛
内
外
か
ら
紡

ず
れ
、
総
孫
子
の
祭
り
内
…
っ
と
し
て

す
っ
か
り
定
落
し
た
品
や
め
務
り
。
今

卑
も
、
や
か
漁
師
間
物
附
側
め
花
甘
画
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